
平成11年4月15日 第46巻　日本公衛誌　第4号 263

インフルエンザの流行と超過死亡

1980年―1994年
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目的　インフルエンザは世界各地で周期的に流行を繰り返し，いまだ制圧困難な感染症である。

世界保健機関（WHO）は1973年に，その流行に伴いさまざまな診断名の死亡率が上昇する

「超過死亡」を世界的規模でのインフルエンザ監視指標に用いることを提案した。日本では，

予防対策の一環として流行予測事業が行われており，超過死亡もその疫学的指標の一つとさ

れているものの，継続的監視体制にはない。本研究では，1980～1994年の日本における分析

により，インフルエンザの流行規模の指標としての超過死亡を検討した。

方法　1980～1994年の人口動態統計より，全死亡データに対し次のような分析を行った。①イン

フルエンザ流行月を決定し観察期間の月別期待死亡率を算出，②月毎の超過死亡率，その統

計的有意性，％excess（＝超過死亡率÷期待死亡率×100）を急性呼吸器疾患死亡および全死

因死亡で比較，③インフルエンザシーズン（10月～3月）あたりの超過死亡数を算出，これ

に④死因別分析，⑤年齢階級別分析を加えた。

成績　全流行期（1980年3月，1982年2月，1983年2月，1985年12月～1986年1月，1990年1月

～2月，1993年1月～2月）において急性呼吸器疾患死亡，全死因死亡のいずれにも有意な

超過死亡が認められた。流行期の超過死亡は，虚血性心疾患や脳血管疾患を含む他の慢性疾

患死亡でも認められた。急性呼吸器疾患死亡・総死亡いずれにおいても，流行シーズンあた

りの超過死亡数が最大であったシーズンには，A/香港（H3N2）型インフルエンザウイルス

（以下，A（H3N2）型と略）の流行をみた。年齢階級別分析では超過死亡数に占める高齢者

の高い割合が示された。一方45-64歳という壮年層でも頻回に超過死亡はみられ，また若年

層で時に高い％excessが算出された。

結論　インフルエンザの流行に伴う超過死亡は，近年の日本においても観察された。超過死亡

は，インフルエンザ流行規模の継続的な指標として非常に有用と思われ，流行監視のために

利用可能と考えられた。
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